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                              2015 年 12 月 20 日 

JACET-Chubu Newsletter  

                         一般社団法人 大学英語教育学会中部支部   No. 35 

 
 

平成 27 年度中部支部大会報告 
―悠活のススメ― 
支部長 大森裕實 
（愛知県立大学） 

 
平成 27 年度 JACET 中部支部大会（第

31 回／2015）は、愛知県教育委員会及び

名古屋市教育委員会の後援を得て、2015
年 6月 20日（土）に南山大学（名古屋キャン

パス）で予定どおり開催されました。 
本大会テーマは「豊かなコミュニケーショ

ン力を育む 『 こ とば 』の力 」 “Exploiting 
Potentialities of ‘langage’ in order to 
Enhance Profound Communication” に設定 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

し、6件の個人研究発表に加えて、第一

Featureの特別講演では、昨年3月まで東京

大学でグローバルコミュニケーションセンタ

ー長を務めた高田康成氏（名古屋外国語大

学教授）が「行動派の回想と展望」と題す

る講演を行ない、東大グローバルコミュ

ニケーション研究センター設立の裏側を

射程に含めた話が聴衆を惹きつけました。

また、第二Featureのシンポジウムでは、「社

会が求める英語力と大学で涵養する英語力

のインターフェイス」と題して、パネリストにメ

ディア同時通訳プロの袖川裕美氏（愛知県

立大学准教授  2015.10～）、池田年穂氏

（慶應義塾大学名誉教授）、豊田昌倫氏（京

都大学名誉教授）を迎え、小職が司会兼講

師を務める形で、長年気になりながら実現で

きなかったテーマを中心にすえた、興味深

いパネルディスカッションができたと自負して

います。この内容は、本年度刊行する

『JACET中部支部紀要』第13号（2015.12）に
掲載されますので、参加できなかった会員

諸氏はそちらを参照してください。 
ところで、本年度の支部大会は、他学会と

の重複日程を避けて、6月第三土曜日に開

催しました。例年の開催日程とは異なるにも

かかわらず、75名の参加者に恵まれました。

会場校の南山大学では快く、真新しいフラッ

テンホールをはじめとする諸施設を提供して

くださり、支部大会運営幹事として、同校の

鈴木達也氏及び浅野亨三氏が手抜かりの

ない大会運営を可能にしました。また、テキ

スト出版の金星堂、松柏社、成美堂、南雲堂

（五十音順）に洋書取扱Asano Booksを加え

た5社による展示も見ごたえがありました。い

目 次 
 

平成 27 年度中部支部大会報告     
         大森裕實     1 頁  
講演会報告 1 

高田康成 氏「行動派の回想と展望： 
『なんたってグローバル』」      
                  木村友保         2 頁 
講演会報告 2 

茂呂雄二 氏「パフォーマンス心理学： 
遊びと模倣に基づく新しい発達の考え方」 
               佐藤雄大         4 頁  
講演会報告 3 
横川博一 氏「外国語運用能力の自動化プロ
セスを探る―授業実践と基礎研究のインタ
ーラクション」    藤原康弘         6 頁  
研究会報告 
   待遇表現研究会         7 頁  
会員著書紹介 1 
『日・英語談話スタイルの対照研究』 

安達理恵        8 頁 
 
会員著書紹介 2 
『よくわかる社会言語学』 

吉川 寛         9 頁  
事務局より                        10 頁 

 
 



- 2 -  
 

ずれの皆さまにも、改めて感謝申し上げま

す。 
さて、本稿の副題に掲げた「悠活」は、総

務省や産業労働省の提唱する「ゆう活」の

音声的響きと、悠々自適ならぬ「悠々知的」

活動を意図して、小職が造語したものです。

実は、本大会には久しぶりに丹羽義信氏

（名古屋大学名誉教授）の姿もありました。

ご高齢となった現在でも、体調が許す限り

は学会に必ず参加されます。年々増加す

る日常の校務や雑務に翻弄されている私

どもの眼には、同氏が悠々自適の生活を

送っているように映ります。しかし、そ

れはおそらく誤解であって、同氏が校務

繁多の現役時代にあっても、JACET や

LET 等の教育系学会活動にも熱心に取り

組まれた事実を知る人は多いでしょう。

本学会顧問の田中春美氏（南山大学名誉

教授）についても同様のことが言えます。

すなわち、大学教員にとっては、日常の

繁忙業務にどれほど悩まされようとも、

悠々知的生活を見失ってはならないとい

う範例を、幸いにも、すぐ近くに戴いて

いるということではないでしょうか。 
 最後に、本稿を閉じるに際して、一言

申し添えます。大学英語教育学会

(JACET)の個人年会費は現在 9,000 円で

あり、他の人文系学会と比較して、決し

て安いとは言えません。また、国際大会

（全国大会）に参加すると、別途参加費

を納めねばなりません。「その割には会員

個人へ還元するところが少ない」と言っ

て退会した人を知っています。なるほど

一理あります。しかし、視点を転じてみ

てください。中部支部の活動だけとって

も、6 月の年次支部大会、10 月の秋季定

例研究会、12 月の講演会、2 月の春季定

例研究会があり、講演会を除いて、それ

ぞれに研究発表の機会が保証されていま

す。また、年次刊行物の『JACET 中部支

部紀要』に論考を発表することもできま

す。会員諸氏がそれらを十二分に活用し

て、これからの大学英語教育の改善・発

展のためにご貢献くださることを切に願

います。「悠活」はそれを推奨する Key 
Word です。 
 
 
講演会報告 1 

2015 年度中部支部大会 
「行動派の回想と展望： 

『なんたってグローバル』」 
高田康成 

（名古屋外国語大学教授） 
2015 年 6 月 20 日 
（於 南山大学） 

 
「グローバル」ということばは最近少しマ

イナスに取られがちだが、グローバル化は

現実の姿であり、我々も向き合う必要があ

る。こう高田康成氏は切り出した。そして、

結論的に現実がグローバル化しているなら

ば、英語教育の面でも徹底的にグローバル

化すべきであると主張する。その前提とし

て、留学を取り巻く大きな変化に注目する

必要がある。1985 年のプラザ合意以降、変

動相場制に変り、たとえばドルと円の交換

レートに変化が生じた。それまでは１ドル

が 360 円であったのが、150 円ほどになっ

た。これで一気に留学は楽になった。 
この変化を前置きとして、日本における

「留学」環境の変化を概観した。「近代化」

の時代、つまり明治維新の頃から官費派遣

留学が始まり、夏目漱石もその１人で英国

に留学している。国力が高まると、日本は

帝国主義に走り、アジアを中心に海外から

の留学生を受け入れた。その後、日本は高

度経済成長の時代を迎え、「国際化」の時代
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となった。日本からは公費留学が一般的と

なり、国のみならず県や民間の中にも、さ

らに外国の留学制度も日本人の海外留学を

支援するようになる。同時に日本の経済成

長が驚異の目で見られたため、海外からの

留学生も増えた。その結果、「国際交流」と

いえば、留学生をどのように受け入れるか

がその中心的話題となった。1995 年頃にな

ると日本は「グローバル化」の時代に入っ

た。派遣留学の資金と期間や受け入れ留学

生にも多様性が生まれ、日本人の海外在住

の機会も増えた。こういう時代の変化に対

応するために、早稲田大学 (2004 年) や上

智大学 (2006 年) に「国際教養学部」が登

場し、日本人学生と留学生との間の「共通

言語」は英語であるという認識から英語で

授業が行われるようになる。 
さて、以上の変遷過程の中で、東京大学

ではどのような推移が見られたのだろうか。

「近代化」の時代、東京大学には多くのお

雇い外国人教師が英語で講義をしていた。

ラフカディオ・ハーンがその１人である。

ただし、その頃、東大には依然として「洋

学校」に過ぎないという批判があり、それ

に応えて、当時の総長職に当たる大学総理

の任にあった加藤弘之は、「現在は英語で講

義をしているが、これは本意ではなく、将

来は教師も教材も授業も日本語で行うつも

り」というような趣旨の発言をしている。

そして、実際ラフカディオ・ハーンの後任

として夏目漱石が東大で教えるようになっ

た。「国際化」時代は、一般社会がそうであ 
ったように東大にも「留学生教育センター」

が設置されている（1960 年）。 
「グローバル化」時代にはどんなことが

行われたか。高田氏は、大阪大学で 1976
年から 5 年半教鞭をとり、1982 年から 7 年

間は東北大学で、そして 1989 年に東京大学

教養部（駒場キャンパス）に着任し、2015
年 3 月まで「東大のグローバル化」に貢献

した。だが氏が最初に直面したのは、東京

大学では英語教員と体育教員の増員はない

という問題であった。リスニングを大教室

で行う、1 クラス 60 人いる教室でリーディ

ングを教えるという中でライティングの授

業は敬遠される傾向にあった。そういう中

で文系、理系を問わず、英語学習の根本を

教える（大綱化の）ために、従来の訳読中

心の授業から脱皮する自前の「英語Ｉ」の

テキスト、『Universe of English』を作成した

(1993 年)。続いて短期留学制度を確立し

（1995 年）、蓮見総長の時には、総長の特

命でベセトハ(Beijing, Seoul, Tokyo, Hanoi) 
4 大学フォーラムの設立に尽力し、アジア

の 4 大学の連携協力を目指した(1999 年)。
2000 年からは英語部会（部員 40 名）の主

任として、英語教育には次の二つを意識し

て従事した。（１）負荷がかかることをやら

せる。（２）英語教育外注論には反対。 
現在の科学の発達を考える時、近い将来

wearable 端末がごく一般的になると思わ

れる。同時に自動翻訳機もさらに高度にな
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り、簡単な日常会話であればその翻訳機で

十分用が足せる時代になると予測できる。

しかし、今後も高度なライティングは不可

能である。そのために「ライティング」中

心のパラダイムを予測し、『First Move』と

いうアカデミックライティングの本を作成

した（2003 年）。その延長線上にライティ

ングセンターの設立（駒場ライターズ・ス

タジオー）があり、ALESS（Active Learning 
of English for Science Students—2007 年）や

ALESA （ Active Learning of English for 
Students of the Arts—2013 年）の開設がある。

その途中で、グローバルコミュニケーショ

ン研究センターが設立され、そのセンター

長に就任した。 
 以上の経験の中で、高田氏は、グローバル

対応の課題として以下の４点を考える必要

があると結論づけた。 
(1) 英語だけで教えようと、一部英語を使

って教えようと、今後の英語教育では「英

語で何か専門的な科目を教える」ことが必

要である。 
(2) グローバル人材を生み出すためには、

全員を対象とするのではなく、能力のある

学生、または好奇心旺盛な学生を選別し、

集中的に英語教育を施すべきである。 
(3) カリキュラム・デザインがまだグロー

バル化に対応できていないという現実を認

識し、早急に対応策を考えるべきである。 
(4) 留学も今や交換留学が一般的である。

海外から来る留学生に対応する授業、また

留学から帰ってきた学生（還流学生）に対

応する授業の在り方を考える必要性がある。 
筆者に関して言えば、(1)(2)(4)にはすでに

気づいていたが、(3)はまだである。今後こ

の問題を具体的に考えていかねばと考えて

いる。この Newsletter の読者のみなさんは

いかがか。 
木村友保（名古屋外国語大学） 

講演会報告 2 
2015 年度秋季定例研究会 
「パフォーマンス心理学：遊びと模倣に  
基づく新しい発達の考え方」 

 
茂呂雄二 

（筑波大学大学院） 
 

2015 年 10 月 24 日 
（於 中部大学名古屋キャンパス） 

 
 秋季定例研究会でご講演いただいた茂呂

氏は現在の日本心理学会を代表する学者の

一人であり、常に新しい可能性にチャレン

ジされている学者としても知られている。

今回は近年茂呂氏が熱心に取り組まれてい

る Fred Newman、Lois Holzman の「パフォ

ーマンス心理学」を紹介いただき、英語教

育と結び付け、最後には茂呂氏自身が取り

組まれているパフォーマンス活動（All 
Stars Tokyo）の紹介もしていただいた。 
 私は 10 年以上前からヴィゴツキー心理学

の分野で連絡を取らせていただいている茂

呂氏に秋季定例研究会の講演を依頼したの

は『人はなぜ書くのか』（1986）という著作

がある氏に来ていただいて英語教育におけ

るライティング指導に何らかの示唆を与え

ていただけるのではないかと考えたからだ

った。しかし茂呂氏からいただいた講演テ

ーマは「パフォーマンス心理学」がメイン

となっており、少し戸惑ったのが正直なと

ころだった。 
「パフォーマンス心理学」とは、「人間の

行為は実験室では研究できない」という考

えのもと 1970 年代以降心理学の分野で現

場を対象とした研究が展開される潮流が生

まれたが、パフォーマンス心理学もその文

脈に位置づけられる。特にこのパフォーマ

ンス心理学は人間の心理発達は個人に還元
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できるものではなく、社会的状況における

「実践」、「活動」、「パフォーマンス」で発

達するものであるという考えのもと、演劇

のような実際のパフォーマンス活動を行い

心理的発達の促進、あるいは治療を研究し、

現在ニューヨークのイーストサイド・イン

スティチュートで 1980 年代から実践され

てきている。 
この「パフォーマンス心理学」の核にな

るのがヴィゴツキー心理学で、ヴィゴツキ

ーの洞察に基づく人間の「行為」には分節

化される以前の原初的な可能性があり、そ

れは他者との社会的なやりとりで形作られ

ていくという考えに支えられている。特に

人は「遊び」において「自然に」普段とは

違った「自己」になれることや限界をこえ

たようなことをやってのけるというヴィゴ

ツキーの観察に彼らの「パフォーマンス」

概念が依拠しているところが大きい。この

ような「パフォーマンス」が人間に対して

持つ可能性の研究は茂呂氏が 30 年前書い

た『人はなぜ書くのか』と関係ないように

感じられるかもしれないが、その『人はな

ぜ書くのか』においても氏はヴィゴツキー

心理学をベースに文字以前のなぐり書き

（つまりパフォーマンス）を対象に取り組

んでいて、「行為」がもつ可能性を研究対象

としている問題意識は通奏低音のように脈

打っていることがわかり、私自身が抱いた

講演テーマに対する疑問も今回の講演を聴

くことで答えを見つけることができた。 
実はこのパフォーマンス心理学を異色の

心理学者 Fred Newman と立ち上げ、彼亡き

後現在もパフォーマンスによる社会的セラ

ピーを継続して実践している Lois Holzman
は、旧姓 Lois Hood で、1970 年代に言語習

得の縦断研究としては草分け的な存在であ

ったコロンビア大学のLois Bloomのもとで

学び、彼女と共にいくつか共著を持つ言語

発達の研究者でもある（詳しくは Lois 
Holzman (2009). Vygotsky at Work and Play
（茂呂雄二訳『遊ぶヴィゴツキー』）に書か

れている）。 
茂呂氏が講演の中で様々な例や学説を援

用しながら、このパフォーマンス心理学の

紹介を行っていたが、講演後読ませていた

だいた Lois Holzman の Vygotsky at Work and 
Playの扉に掲げてあったワークショップ劇

に登場する「ヴィゴツキー」が語る以下の

セリフが多くのことを語っているようにも

感じた。 
 
We must not make things stand still in order 
that they might be studied. 
 

佐藤雄大（名古屋外国語大学） 
 
 



- 6 -  
 

講演会報告 3 
2015 年度講演会 
「外国語運用能力の自動化プロセスを探

る―授業実践と基礎研究の 
インターラクション―」 

横川博一 
（神戸大学） 

 
2015 年 12 月 12 日 

（於 愛知大学名古屋校舎） 
 

2015 年度、12 月講演会にご登壇いただい

た横川博一氏は、日本の心理言語学の分野

を牽引する代表的研究者であるとともに、

ご所属の神戸大学の英語教育を統括しつつ

実践なされている教育者でもある。さらに

中高の英語教科書の作成や英語辞書の編纂、

さらに英語学・言語学辞典の項目（やはり

心理言語学分野！）の執筆など、さまざま

な形で日本の英語教育界や研究界を支えら

れてもいる。今回のご講演は氏の上記の背

景を余すことなく表された内容であったよ

うに思う。 
 本講演は 1）ご自身の英語の学習経験と、

その経験に基づく授業実践、そしてその試

行錯誤のお話しがあり、次に 2）その実践

から発想なされた研究のお話し、最後に 3）
上記の 2 点をふまえて、外国語教育研究、

SLA 研究における心理言語学的、脳神経科

学的視点の重要性、彼の言葉を借りれば「イ

ンフラ整備」を訴えるまとめの部分に分け

られる。 
 まず 1）のパートにおいて、筆者が大変

感銘を受けたのは、氏の飾らない人柄と教

育に対する熱意である。氏は大学院生時、

自身が初めて国際学会で発表なされたとき

に、英語使用の自動化が十分になされてい

なかったため、大変な苦労をなされたこと

を率直に語っておられた。このような経験

は日本で中高大と教育課程を経た、いわゆ

る「純ジャパ」の大学教員の多くは同様の

経験をされたことがあると思う。しかし「英

語教員」という立場上、このような苦い経

験を数名のインフォーマルな場ではなく、

多数の聴衆がいるフォーマルな場で話すの

は大変勇気がいることではないだろうか。 
 また氏は自身の授業実践に対して大変な

熱意を持ち、綿密な授業計画（plan）、実施

（do）、事後に評価（check）、改善（act）の

PDCA サイクルを繰り返されている。未だ

に訳読一辺倒の大学教員がいると耳にする

中（なお訳読自体は授業テクニックの一つ

として認められるべきで、一辺倒であるこ

とが問題と筆者は考えている）、授業テクニ

ックのそれぞれに明確に狙っている効果を

しっかりと考え、実践に臨まれている大学

教員がどれほどいるだろうか。氏はその

PDCA サイクルを「試行錯誤」と、大変謙

遜なされた言い方をなされていたことも心

に残る。 
 次に 2）の研究の話では、Levelt (1993)
のスピーキング等の処理における語彙仮説

モデルや脳神経科学的研究の知見を大変わ

かりやすくご紹介いただいた。筆者はコー

パス関連の研究の成果の英語教育への応用

を考えてきたが、プライミング現象は学習

者の第二言語使用における特有のチャンク

の関係や、英語使用者全般のコロケーショ

ンの生成にも繋がるものが読み取れて、大

変興味深いものであった。言語使用の自動

化には、1 語 1 語に訳語を考え、後に訳を

与えられた言葉の前後をつなげる訳読方式

ではなく、チャンクやコロケーションのよ

うな効率的に処理できる単位で脳内にスト

ックし、さまざまなプライミングを無意識

的に起こすことが必要のように感じる。最

後の 3）のまとめの部分では、この関係の

研究をさらに推し進め、説得力のあるデー
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タと議論の蓄積を行うこと、換言すれば外

国語教育研究の「インフラ整備」を行う必

要性を強く主張なされていた。 
お気づきの読者の方もいらっしゃるかと

思うが、英語教育の発表や講演では、通例、

まず基礎研究や理論の話があり、次にその

研究成果や理論に基づく授業実践の話がな

されることが多いが、今回のご講演は全く

逆の順序である。筆者は講演中、ずっと不

思議に思い、どのような意図だろうと考え

ていたが、後の懇親会でのお話しの際、こ

の疑問は氷塊した。その理由は、私なりの

言葉で述べさせていただければ、講演者で

ある横川氏の教育に対する真摯な姿勢の表

れ、まず自分の目の前の生徒に対して行う

教育実践を大変重要視している姿勢の表れ

である。まず実践を行い、「失敗」した際に

は、その「失敗」をそのままにせず、「なぜ

上手くいかないのか」、「どのようにしたら

上手くいくのか」というテーマが生まれ、

そのテーマに対して研究をなされ、再度実

践に還る。まさに講演題目の副題、「授業実

践と基礎研究のインターラクション」であ

る。 
外国語教育研究の「インフラ整備」には

筆者も大変共感を覚える。確固とした「イ

ンフラ」がないままに、我々の教育研究は

目に見えない個人内の「経験」のみを頼り

として行ってきた部分を否定できない。正

直なところ、まだまだ多くのことがわかっ

ていないのが実情である。氏はスクリプト

を渡して行う教育活動で目に留まった一文

を挙げさせる”listener’s attention”という活

動を紹介なされていた。「外国語教育研究の

インフラ整備を」、その言葉にわれわれ英語

教育者であるリスナーは注意を向けて、心

に留めるべきであろう。 
藤原康弘（愛知教育大学） 

 
 

研究会報告 
 

待遇表現研究会  
(Politeness Research Group) 

 
本研究会は、英語と日本語のコミュニケ

ーションにおいて、対人関係構築・維持の

ためにどのように言語が使用されているの

かを解明することを目的としている。対人

関係の在り方は、各言語文化の影響を大き

く受け、日・英語間でかなりの相違が見ら

れる。しかしそれにもかかわらず、日本の

英語教育ではこの点はこれまでほとんど考

慮されてこなかった。本研究会は、両言語

で期待される対人関係の築き方を明らかに

し、情報の伝達だけではなく、英語で誤解

のない友好的な人間関係を構築できる英語

話者を育成するために、どのような教育方

法が可能であるかを考察している。 
研究会は中部以外にも関東、関西支部か
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らの会員も参加し、ほぼ 2 か月に一度の割

合で開催している。会員は互いを研究分担

者としながら、これまで継続して科研費を

獲得してきた。それによって、10 年以上に

わたり日本語、英語、また両言語話者間の

計 80 本以上 40 時間余りの会話データを収

集・蓄積し、談話分析の手法でそれらを分

析している。  
分析結果は、ほぼ毎年、JACET 国際大会

でのシンポジウム、ワークショップ、ポス 
ターセッション等で発表を行っている。ま

た 、 International Pragmatics Conference 
(IPrA)やAILA World Congress などでも発表、

議論を重ねてきた。2015 年 4 月には科研メ

ンバーがその成果を『日・英語談話スタイ

ルの対照研究－英語コミュニケーション教

育への応用－』（ひつじ書房）として出版し

た。そこでは対人関係維持の言語ストラテ

ジーが単に表現の選択に留まらず、談話の

運び、自己開示の方法、参加者間の発話の

配分、聞き手の役割や行動等の多岐に渡っ

ていること、日英間でかなりの違いが見ら

れること、また、この点こそが英語で円滑

なインタラクションを行う際の重要な鍵と

なっていることを明らかにした。今後は、

それらの成果をどのように教育の現場での

指導に結びつけるべきかという、具体的な

方法論の確立を目指した研究を中心に進め

ていく予定である。 
本研究会は、このような英語における対

人関係構築のストラテジーの重要性が、学

習者はもちろん、英語教師にもあまり重視

されていない現状を憂慮している。しかし

相手との良い関係を築くことができてこそ 
真の国際人であるとの信念に基づいて、今

後も微力ながら研究成果を発信していくつ

もりである。 
副代表 大谷麻美（京都女子大学） 

 

会員著書紹介 1 
津田早苗・村田泰美・大谷麻美・ 
岩田祐子・重光由加・大塚容子 著 

 
『日・英語談話スタイルの対照研究 
―英語コミュニケーション教育への応用』 
 
       ひつじ書房       2015 年  
 
本書は、日本語話者と英語話者の間のコ

ミュニケーションについて、主に談話分析

の手法を用いて、単に言語的な違いだけで

はなく、コミュニケーションスタイルの多

様な違いに焦点を当てた研究である。分析

対象は、母語話者間、日本語母語話者間、

英語母語話者と日本語話者の異文化間の 3
種類で、いずれも 3 人の男性の間で行われ

た会話である。本書の構成は、研究の目的・

概要の第 1，2 章と、自己開示、応答要求表

現と応答、他者修復、あいづち、話題展開

スタイル、ターンと発話量の６つの観点か

ら分析する第 4～9 章と、まとめと英語教育

への応用の第 10、11 章からなる。 
本書は、これら６つの分析視点が、コミ

ュニケーションスタイルを決定する要因に

なる語用指標となりうることを示した。選

定した６つの語用指標が、それぞれの言語

文化内で共有される contextualization cue と
なり、異文化間のコミュニケーションでど

のように促進あるいは阻害要因になってい

るかを明らかにしたことが、本研究の最大

の意義であろう。加えて本書は、今後、グ

ローバル化が進み、ますます異文化の人々

とのコミュニケーションが増加する際に、

起こりうる情報伝達の課題・誤解などを生

む不安感・人間関係構築の障壁を解決する

ために、研究書として高い価値をもつのは

もちろんのこと、実践的な問題克服のヒン

トになる点で優れている。 

拙稿筆者は、学習者の異文化に対する態

度に強い関心があるため、最も興味を魅か
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れたのは、第 4 章の日・英語の初対面会話

での自己開示の相違点であった。自分の個

人情報について初対面の相手にどの程度積

極的に話すかは、経験知として日本人と英

語話者には大きな差があると認識していた

が、本研究によると、英語会話では、初対

面でも自己開示が大きい傾向があり、それ

はトピックの掘り下げ方の違いからくるこ

とを明らかにした。さらに、自己開示は、

相手との距離を縮め、アイデンティティー

の構築に寄与し、話し手へのラポールを示

し、会話を発展させる機能もあることを示

した。この背景には、英語会話では自己開

示が肯定的に捉えられるのに対し、日本語

会話では自己開示があまり奨励されないこ

とがあるという。また英語会話では、会話

は参加者全員が作り上げるものという意識

があるが、日本語会話では、熱心な聞き手

としてふるまうこともある様だ。このよう

な違いは、やはり自己アイデンティティー

や文化的意識の違いから生まれるのではな

いか、と考えた。 
また、第 3 章のフォローアップインタビ

ューは、各話者の主観的な部分の分析であ

るが、会話以前に、それぞれの話者が前提

としている意識・態度・心理が、英語母語

話者と日本語母語話者で異なることが明ら

かにされ、今後の自分の研究に大いに参考

になった。 
このように、本書は、談話スタイル研究

の枠組みを超えて、いかにコミュニケーシ

ョン力を育成するかの教育的研究にも大き

く寄与するものであろう。最後に、いささ

か個人的な要望であるが、可能であれば、

本書にもあったように女性の談話分析、日

本人が話す機会が増加するアジア諸国の英

語話者の談話分析、自己開示機能と談話量

やターンの関係など、今後の研究の発展に

も期待したい、と思った。 
安達 理恵 （愛知大学） 

会員著書紹介 2 
田中春美・田中幸子 編著 

 
『よくわかる社会言語学』 

 
ミネルヴァ書房 2015 年  

 
 本書は、編著者である田中春美氏、田中

幸子氏に加えて、共著者として川村陽子氏、

今村洋美氏、大石晴美氏が名を連ねていて、

全員 JACET 中部支部所属会員である。また、

本書は 1996 年に同じミネルヴァ書房から

出版された田中春美、田中幸子両氏の編著

である『社会言語学への招待』の後継版で

あると思われる。 
本書は 14 の章からなり各章 5～7 の節に

下位区分されている。各節は見開き 2 頁に

収められている。珍しく注釈を側注形式と

したので参照が見やすくなっている。本書

が B5 版になったのは側注を採用するため

と推測できるが、結果、書面が見やすく読

みやすくなっているのは良い工夫と言える。 
 内容的には、社会言語学の領域をほぼ過

不足なくカバーしていて偏重がなく、社会

言語学の総合的な理解が得られる。一つの

節に 2 頁しか与えられていないが極めてコ

ンパクトに遺漏なく解説が行われているの

で十分な知識の獲得が期待できる。著者チ

ームが内容に対して入念な検討と調整が行

われた結果と推測する。 
 明記されていないが、14 章構成、網羅的

な内容、分かりやすい解説等から、本書は

大学での講義用教科書を念頭に置いて作ら

れたと思われる。紹介者は長年「社会言語

学」の講義を担当していて旧書『社会言語

学への招待』を利用させてもらっているが、

今後は新しい本書『よくわかる社会言語学』

を利用させていただこうと考えている。大

学の教科書としては最適な一つであると言

える。 
吉川 寛 （中京大学） 
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事務局より 
 

◆  2015 年度春季定例研究会のお知らせ 
2015 年度春季定例研究会を 2016 年 2 月 20
日（土）に名城大学天白キャンパスで行い

ます。研究発表の締切りは 1 月 5 日（火）

となっています。詳細は JACET 中部支部ホ

ームページをご覧ください。 
 

◆  新入会員のご紹介 
2015年 6月から 2015 年 11月までの中部支

部 所属新入会員は以下の方々です。（敬称

略、入会順） 
阿部大輔（名古屋大学：院生)、Dunkley, 
Daniel（愛知学院大学）、吉岡明子、島内俊

彦（小松短期大学）、永井正司（名古屋工業

大学）、袖川裕美、福島美枝子（富山国際大

学）、Lankheet, Krystal（北陸学院大学短期

大学部）、Kaiser, Meagan（南山大学）、松家

由美子（静岡大学）、木村麻衣子（武庫川女

子大学）、野坂美紀（名古屋市立桜台高校） 
 

◆  2015 年度 第 2 回 JACET 中部支部総会

報告 
12 月 12 日に開催された第 2 回 JACET 中部

支部総会で 2016 年度事業計画及び予算

案・人事案が了承されました。 
 

◆  2016 年度 JACET 国際大会ご案内 
第 55 回（2016 年度）国際大会は 2016 年 9
月 1 日（木）~ 3 日（土）に北星学園大学

（北海道札幌市）にて開催されます。大会

テーマは以下の通りです。 
「ボーダレス時代における英語教育をデザ

インする」 
Designing English Education in a Borderless 
Era 

 
◆ 住所変更届提出のお願い  
支部会員のみなさまに、紀要や Newsletter 
などの郵便物をお届けできない事例が増え

ています。お手数ですが、転居の際には、

JACET 本部事務局と中部支部 事務局の両

方に、住所変更届をご提出ください。 詳細

は、以下のサイトをご覧ください。 
  
・JACET 中部支部ホームページ 

   http://www.jacet-chubu.org/ 

  
◆ ニューズレターは会員の皆様のフォー

ラムです。ご意見、ご要望等は事務局まで

メールでお送りください。投稿も歓迎いた

します。 
 

  

『JACET 中部支部紀要』 第 14 号に

掲載用の原稿（学術論文、 研究ノー

ト、実践報告、  書評）  を  募集します。 

奮っ てご 応募ください。 
 
締切：  2016 年 9 月 10 日  
刊行予定：  2016 年 12 月 
掲載料： 刷り上がり 1 ページにつき、 

1,000 円の負担 
長さ：  論文 15 ページ、 実践報告・

研究ノート  10 ページ、  書評  
5 ページ程度   

問合せ： JACET 中部支部事務局  

投稿規程など詳細は、ホームページや

紀要最終ページでご確認ください。 

中部支部紀要編集委員会 

 

 

JACET 中部支部事務局 
〒470-0197 愛知県日進市岩崎町竹ノ山 57 
名古屋外国語大学 佐藤雄大研究室内 
E-mail: t-sato@nufs.ac.jp 
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